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盟
諸
附
と
も
い
ふ
。
高
さ
=
一
六
米
、
長
さ
二

O
O米
。
て
」
と
が
あ
る
。
相
樹
前
地
に
封
し
て
は
地
子
米
を
百

迦
崎
の
北
五

O
O米
の
掠
中
に
五
礁
相一巡
り
、
附
近

一
姓
に
鈎
ふ
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
昨
似
に
換
釘
し

の
錐
航
地
で
あ
る
。
元
職
十
六
年
寺
町
北
村
肝
煎
書

一
て
銀
子
で
仕
掛
ふ
例
で
あ
っ
た
。

上
に
、

『
羽
附
と
巾
は
宿
附
・
金
剛
附
の
聞
に
有
之
尚
一

ア
ヒ
hF
イ
カ
ン
ゲ

相
釣
動
化

寺
院
容
の
勅
泌

に
御
座
候
政
、
潤
街
と
申
問
申
俗
候
。
』
と
見
え
る
。

一
に
よ
っ
て
随
訟
に
器
加
を
求
め
し
め
る
を
い
ふ
。
相

ア
ヒ
ズ
ガ
ダ
ケ

相
図
ヶ
議

↓
ヒ
1
モ
シ
ヤ
マ

一
糾
割
問
化
を
行
ふ
こ
と
は
、
元
隊
三
年
卯
辰
西
養
寺
が

火
鐙
山
0

・

一

自
力
を
以
て
伽
泌
を
選
管
L
錐
き
を

U
て
、
街
凶
内

ア
ヒ
ソ
メ
ガ
ハ

逢
初
川

利一
川
部
民
機
陀
四
十

一
に
怒
加
を
問
め
、
町
方
・
御
縦
方
の
志
趣
次
第
之
に

斑
な
る
惑
如
塚
の
山
相
幽
か
ら
疏
れ
出
で
、
普
料
寺
の

一
路
ず
る
を
得
し
め
た
る
に
初
る。

屋
敷
腰
を
絞
る
小
川
を
、
白
人
は
迭
初
川
と
い
っ
て

一

究
ヒ
タ
キ

相
瀦

能
柴
抑
制
帆
得
郷
に
鴎
す
る
部

ゐ
る
。
叉
聡
染
川
と
も
怨
き
、
此
の
川
に
援
す
ろ
肱

一
一
柄
。
郷
村
名
滋
抄
に
、
こ
の
村
附
を
流
れ
る
大
日
川

が
縦
色
を

m，ひ
る
が
紋
に
名
づ
け
る
と
も
い
ふ。

一
に
音
大
淵
が
あ
っ
て
、
鮎
が
そ
こ
で
留
っ
た
か
ら
鮎

ア
ヒ
タ
イ
ウ
ケ
チ

相
針
詩
地

金
仰
で
武
士
文

一
一間と
い
ひ
、
そ
れ
が
相
椀
に
後
っ
た
の
で
、
正
保
・

は
町
一
人
が
御
部
方
に
臨
す
る
地
岐
を
伯
入
れ
使
用
し

一
覧
・天
・白
在
学
の
高
辻
般
に
は

相
稲
村
と
あ
る
と
記
す

て
ゐ
る
時
は
、
そ
れ
を
相
紛
糾
山
地
と
刑
制
し
た
。
前
間

一
る
。
一
一
蹴
に
は
世
田川
・

大
日
川
の
合
す
る
回
別
で
あ
る

利
治
施
治
の
時
ま
で
、
部
地
に
町
家
を
建
て
れ
ば
窓

一
ーか
ら
名
づ
け
た
と
も
あ
る
。

〈
地
子
町
に
編
入
し
た
が
、
高
治
元
年
利
治
が
苑
じ

一

ア
ヒ
責
キ
ガ
ミ

相

溺

紙

能
美
郡
稲
揃

・
利
子

て
小
松
在
住
諾
士
の
金
仰
に
移
住
す
る
に
及
び
、
人

一
前
水
に
産
す
る
。

冗
勝
七
年
岱
上
帳
に、

相
前
村

・

口
増
殖
し
て
町
地
が
狭
〈
な
っ
た
か
ら
、
州
州
地
の
ま

一
一
岬
子
市
水
村
百
姓
之
内
抗
七
人
充
冬
容
の
聞
に
漉
〈

ま
百
姓
か
ら
借
入
れ
て
使
用
す
る
も
の
が
多
〈
、
こ
一
厚
紙
を
相
補
仙
紙
と
い
ふ
と
あ
る
。
議
し
初
は
桐
澗
に

こ
に
初
め
て
同
一
針
品
川
地
の
名
を
生
じ
た
。
し
か
も
詰

一
の
み
産
し
た
の
で
あ
る
が
、
訓
子
山
山
水
に
良
質
の
水

時
は
拘
州
都
地
を
設
定
す
る
こ
と
が
自
闘
で
あ
っ
た

一
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
地
で
も
製
す
る
こ
と
に
な
り
、

が
、
覚
。
ズ
五
年
村
定
か
ら
湖
射
的
地
の
町
民
を
取
締

一
前
駅
名
を
俳

へ
た
の
で
あ
ら
う
。
制
術
紙
は
純
良
の

る
こ
と
の
閃
鑑
な
る
県
梢
を
訴
へ
て
、
之
を
町
都中行

一
格
を
眼
科
と
す
る
か
ら
、
紙
貿
強
靭
で
包
装
に
麹
し
、

の
支
配
に
診
さ
ん
こ
と
を
競
う
た
の
で
、
務
は
之
を

一
そ
の
数
枚
を
合
は
せ
た
も
の
は
、
専
ら
帳
簿
の
甲
紙

許
し
、
次
い
で
笠
六
年
八
且
、
務
士
の
新
に
百
姓
地

一
と
し
て
使
用
せ
ら
れ
た
。

を
情
け
て
開
掛
川
附
を
密
み
文
は
工
作
す
る
こ
と
を
得
ず

一

ア
ヒ
ノ
キ

相
ノ
木

石
川
制
中
村
棚
田
に
因
す
る

と
規
定
し
、
若
し
己
む
を
得
ざ
る
時
は
、
純
一肌の
則

一
部
古
川
。
古
跡
考
に
、
音
は
こ
の
村
の
家
ご
と
の
垣
机

申
を
得
て
御
お
用
援
に
出
願
し
、
然
る
後
百
姓
相
封

一
に
桃
樹
を
柏
ゑ
置
き
、
そ
の
貨
を
取
り
て
金
抑
へ
民

を
以
て
騎
地
す
べ
し
と
の
制
限
を
即
む
い
た
。
し
か
し

一
出
し
た
と
あ
る
。

町
人
に
在
つ

て
は
向
娘
に
郡
地
に
向
か
っ
て
設
民
し

一

ア
ヒ
ノ
ハ
チ
ベ
エ

相
野
八
兵
衛
」
ア
ヰ
ハ
チ

た
の
で
、
貞
享
四
年
・卒
保
十
年
・
賀川間
十
年
・
文

政

ペ

エ

阿
井
八
兵
衛
。

四
年
等
の
調
査
に
よ
っ
て
そ
れ
を
城
下
に
編
入
し
た

ア
ヒ
Z

相
見

周羽
咋
郡
姿
庄
の
古
名
で
、
一
に

ア
フ
ギ
J
Z
ネ

火
ノ
御
子
ノ
的
。

ア
フ
ギ
バ
ナ

扇
鼻

方
に
あ
る
小
岬
。

ア
フ
ギ
マ
ツ

扇
松

江
沼
郡
且
油
に
あ
っ
た
。

江
沼
志
稿
に
、
中
古
ま
で
扇
松
と
い
ふ
松
が
あ
b
、

技
毅
繁
茂
し
て
そ
の
形
協
に
似
て
居
た
が
、
今
は
枯

れ
て
な
く
な
っ
た
と
あ
る
。

ア
フ
ξ
チ
ョ
ウ

近
江
町

金
揮
の
町
名
。
俗
に

尾
山
八
町
の
一
で
佐
久
間
感
政
時
代
に
初
る
と
い

ふ。

笛
俸
に
、
且
百
近
江
の
間
人
等
が
笛
闘
に
来
っ
て

山
出
島
郡
能
篭
島
久
木
の
束

内

扇
ノ
峰

ア
ヒ
ミ
ジ
ン
ジ
ヤ

相
見
神
社

羽
咋
部
委
生
に

銀
座
す
る
。
式
内
等
一
位
位
記
に、
『
相
見
前
世
。
式
内

一
度
。
大
海
郷
袈
生
村
相
見
山
銀
座
。
祭
神
梅
波
跡。
、

今
酬
明
=
相
見
秘
説
。
』
と
い
ひ
、
能
m
R
誌
に
は

『澗
見

村
相
見
紳
祉
は
近
郷
の
惣
祉
に
て
、
宮
姦
は
松
は
へ

の
大
な
る
岡
山
に
て、

m地
の
中
に
あ
り
。
祭
制
球

栴
の
紳
也
。
掠
煎
制
と
も
巾
怒
る
な
り
。
』
と
あ
る
。

今
は
大
閥
古
訓
仰
を
祭
耐
と
す
る
。

ア
ヒ
ミ
ヤ
マ

相
見
山

羽
咋
郡
姿
生
の

m川
中

に
在
る
間
山
で
、
相
見
品
川
祉
の
鎮
座
す
る
松
枯
し
を
い

ふ。

山
と
い
ふ
が
、

他
の
郎
副
制
で
は
な
い
。

ア
ヒ
ヤ
ク

相
役

i
タ
ミ

ア
ヒ
ガ
シ
一
フ
組
合

頭
。

大
海
と
も
い
ひ
、
大
梅
郷
の
本
郷
で
あ
る
。
能
宥
誌

に、

『
栢
見
村
は
末
設
の
や
也
。
則
坦
見
神
社
立
給

ふ
。
』
と
見
え
る
。

ア
ヒ
ミ
ガ
ハ

相
見
川

源
を
勿
咋
郡
平
床
の
北

京
針
山
に
設
し、

西
流
す
る
こ
と
二
粁
で
上
吉
川
聞
の

東
方
に
一主り
、
西
南
に
品
川
れ
て
今
滋
の
南
か
ら
裕
に

注
ぐ
。
統
程
約
一

O
粁
。
地
闘
に
今
沼
の
南
に
鈴
鐙

川
と
記
さ
れ
た
も
の
L
あ
る
の
は
樹
見
川
の
穏
で
あ

る。

八

J
ヒ
ノ
ミ
コ
ノ
ミ
ネ


